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こどものための音楽ファンタジー

「ジャックとまめの木」と「うらしまたろう」

淡 路 和 子
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「ジャックとまめの木J

初演 (四條畷学園短期大学「こどもげきじょう」)

日  時 :  2006年 11月 18日 (日 )

場  所  :  四條畷学園総合ホール講堂

演 奏(歌):  四條畷学園幼稚園 年長組

(ア ンサンブル)四條畷学園短期大学音楽研究室

ナレーター :  西村 育子 (四條畷学園幼稚園教諭)

『うらしまたろう」

初演 (四條畷学園短期大学「保育祭 。こどもげきじょう」)

日  時 :  2007年 11月 16日 (日 )

場  所 :  四條畷学園総合ホール講堂

演 奏(歌):  四條畷学園大学付属幼稚園 年長組

(ア ンサンブル)四條畷学園短期大学音楽研究室

ナレーター :  三角 真希 (四條畷学園大学付属幼稚園教論)

* 四條畷学園短期大学 保育学科

84



「ジャックとまめの本」

オープニング
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おつかい
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ふしぎなおじいさん
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お つかいおつ かぃ ぉ つかい お つ かい  う れ  し い

「 ま ち へ 行 こ う 。 牛 を 売 る ん だ !」

か ぜ はとって も  い



かあさんの怒り
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不思議を表す音楽



まめのきのぼろ

ジャックがかくれる音楽



み つ か らな い よ に  そ 一 つ と そ つ と

そ一つと 金のたまごをうむにわとり (カ ノン)
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き ん か の ら、く ろ は

こつこっ こっこっ  きん 0た ま ご
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こっ こつ こつこつ  こつこつ こっこっ  きん の たま ご

おと にあ ゃい けな い そ一 つとそつ と

=a =2 =2;2 ;?:? =2:2 *At O t=*, t

まめのきをおりる音楽



まめのきおりる (二部合唱)

(上 )シ・ャック はお り る  シ・ャック はお り  る

きん の たま ご
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カウベルなど



エンディング

つ



おかあさん : うしと まめつぶ ひ 。と 。つ だって !!
ジャ ック とまめのき

♪ (オープニング): ねえ、ジャック ジャック ジャック どんなぼうけんしたの        ♪ (ぉかぁさんの怒 り)

ジャック ジャック ジャック  おはなし きかせてよ                     まあ ジャック なんてこと

そらまで とどく 豆の本を のぼつて のぼって どこいった                  だぃじな だいじな あのうしを

ジャック ジャック ジャック                                 たった ひとつの まめつぶと

はじまり はじまリ   ジャックとまめのき                           とりかえつこ するなんて

あ―あ かあさんは なさけない

ナレーター : むかし、あるところに、ジャックという男の子がいました。

とつても貧乏で、おかあさんと二人、たつた一頭 しかいない牛のちちをしぼり、     ナレーター : そういつておかあさんは、まめつぶを窓からすててしまいました。

それを売って暮らしていました。

♪ (ま めの伸びる音楽)

あるひのこと。おかあさんが言いました。                     ナレーター : 次の朝、ジャックが目を覚まして窓の外を見ると…。

おかあさん : ねえジャック。困つたことに、め牛が一滴もちちを出さなくなつてしまったわ。     ♪ (不思議を表す音楽)

しかたがないから、町へ行って、この牛を売つてきてちょうだい。                 ぉじぃさんの言つたとおり、きのう投げ捨てた豆が一晩のうちにのびて

ジャック : わかった。ぼく、いまから町の市場に行つてくるよ。                  ,      空まで届いているではありませんか。
おかあさん : もう、うちにはなんにも残っていないのだから、できるだけ高い値段で売つて    ジャック : どこまで のびているのかなあ。

くるんだよ。                                          ょぅし、のぼってみよう。
ジャック : 行つてきま―す。

っ                                                 ♪ (ま めのきのぼろ)二部合唱
い  ♪ (おつかい)   おつかい おつかい おつかい おつかい うれ しいな                  fAl  まめのきを のぼるよ みたこともない おおきなまめのきを

(せ りふ)  「まちへいこう  牛を売るんだ」                       のぼるよ ぐんぐん やねこえ ぐんぐん くもこえ

空は青い    かぜは とっても いいにおい                         のぼるよのぼるよ

(B) まめのきを のばりましょ ゆかいな ぼうけん ぼうけん

ナレーター : 町へ行く とちゅうで、ジャックは 不思議なおじいさんにあいました。                  くもこえ のぼる のぼる

おじいさん : どこへ、行くのかね?                                      rA‐
「D あ―れ ?

ジャック : 町の市場へこの牛を売りにいくんです。

おじいさん : そうかい。 じゃあ、君の牛と、わしの持つているこの不思議な豆と、とりかえ    ジャック (園児):せ りふ

ようじゃないか。                                       (A) 雲の上に出たぞ。
ジャック : でも―――。                                          (B) 行つてみよう。
おじいさん : だいじょうぶ                                         (A) 家が見えてきた。

(B)  どんな人がすんでいるのかな ?

♪ (ふ しぎなおしいさん)音楽のみ                                      (A+B)ご めんください。

(お じいさんのせ りふ)「ふしぎな ふしぎな このまめ              ぉぉ女  : だれだい ?

まいたら たった  ひとばんで              ナレーター : 戸を開けて出てきたのは、おそろしく大きな女のひとです。

そらまで のびるよ うそではない」            ジャック : こんにちは。おなかがへつています。朝ごはんを食べさせていただけませんか?

おお女  : おはいり。でも、もうじきご主人さまが帰つてくるよ。早くしないと、お前が
ジャック : ゎかった。 じゃあとりかえるよ。                                 ぱっくつと食べられてしまうよ。 あつ !帰つてきた !はやく隠れて !

ナレーター : ジャックは牛と豆をとりかえて家に帰 りました。                   ♪ (ジャックが隠れる音楽)

話をきいたおかあさんは…かんかんです。



つ
い

おお男  :く ん くん くん  なんだ なんだ                               「こっこっこっこっ」というにわとりの鳴き声を聞きながら、

この においは   なんだか、人間のにおいのようだが…。                    こっくり、こつくり、居眠りをはじめました。

おお女  : だれもいませんよ。                               ジャック :  いまだ !

どうぞ朝ごはんを召し上がれ。                          ナレーター : ジャックは、めんどりをつかまえると、すばやくかけ出しました。

おお男  : そうか、きのせいか…。ムシャムシャ。モグモグ。                        夢中で走つて、やつと、豆の本にたどり着いたとき、

ナレーター : おお男は、ごはんを食ぺ終わると、大きなふ くろの中の金貨を数えはじめまし           まあ、たいへん、日を覚ました大男がこわい顔をして追いかけて来るでは

た。一枚…二枚…数えているうち眠くなつたのか、こつくり、こつくり。              ありませんか !!

そのうち、ぐうぐう眠つてしまいました。                     大男 :    こら―。まて―。

ジャック : 今だ !                                     ジャック :  はやく、豆の木を下りなきゃ !!

ナレーター : ジャックは金貨のふくろを肩にかつぎました.

♪ (ま めのきおりる)

♪ (そ―つと)                                                    ジヤツクはおりる ジャックはおりる まめのきスルスル

みつからないように  そ―つと そつと                            おおおとこは ドヵ ドカ おいかける

おとしちゃいけない そ―つと そつと                             スルスル  ドカ ドカ スルスル  ドカ ドカ

金貨のふくろは   おもいけど                                「かあさ――ん、斧をもつてきてァーー !!!」

おとしちゃいけない そ―つと そつと

ナレーター : 大男より先に地面にたどり着いたジャックは、大急ぎで豆の木をおので

ジャック : うちまでもつて帰るんだ。                                   切 りたおしました。

母さんきつとよろこぶぞ。                            大男 :    わあ―――つ !

あっ。まめのきだ。

しつかり体にくくりつけて…と。                         ナレーター : (大男はまつさかさま !)

さあ、おりるぞ。いち、にの、さん。

ジャックとお母さんはしあわせにくらしました。

♪ (ま めのきをおりる音楽)

ナレ‐ター : 豆の木をおりて、ジャックはかけだし、いちもくさん。走って走って家に帰 り    ♪ (ェンディング)

ました。金貨を見ておかあさんも大喜び。                                ♪ねえ、ジャック ジャック ジャック

ジャック  :「ぼくの冒険のおはなし、おもしろかつたかい ?」

さて、何日か経って、ジャックはまた冒険に出かけることにしました。                    ♪ジャック ジャック ジャック

そうですよ。豆の木を登つて、大男の家にね。                   ジャック  :「また あおうね パイバイ !」

♪ジャック ジャック ジャック

ジャックがそ―つと覗いてみると……。                                   おしまい おしまい   ジャックとまめのき

♪ (金のたまごをうむにわとり)

こつこつこつこつ  こつこつこつこつ

金のたまご うむよ

ジャック :  わ―つ、すごいや。たまごはみんな金だぞ !

持って帰つたら母さん、喜ぶだろうな―。

ナレーター : いくつも、いくつも、うみおとされる金のたまごをながめて、大男は嬉 しそう

にうつとり。



「うらしまたろう」
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手拍子 (8)

ちゃん  お ぼ え て る ? おか あ  さん も お ぼ え て る か

は じ ま る よ は じま る よ



やめなされ かめにのつて

プラフォン
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ビプラスラップ又は手拍子 >

か め を は な し て や り な さ れ た と え こ う ら が

お  よ  ぐ か め  よ

お  よ  ぐ か め  よ
っ   グロッケ〕
い

た た け ば きつ と い た い はず や め な さ れ や め

う み の な か
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グロック

「ゃがて、さんごの林の向こうに美 しい御殿が見えてきました。いつのまにか、太郎は竜宮城の前に立っていました。」
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たろうの 嘆き

まつ し ろ な お ひ げ の お じい さん

ま つ し ろ な お ひ げ の お じい さん

まつ し ろ な お ひ げ の お じい さん

ま っ し ろ な お ひ げ の お じい さん

つ
つ
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♪

らしまたろう

(おはなしうたメ ドレー)→ (手拍子)→ (むか―しむかし)

ナレーター : みなさん、こんにちは !!

きょうは「うらしまたろう」とい うお話をしますよ。

むか― しむかし、ある海辺の村に、「うらしまたろう」という若

者が、年老いたお母さんと二人で暮らしていました。

たろうは、毎 日ふねにのつて海でさかなをとつて、暮 らしをた

てていました。

あるひのこと。おかあさんが言いました。

おかあさん : たろうや。私が丈夫なうちに、はやくお嫁さんをもらつておく

ぇrし。

たろう いやいや、まだわたしは、稼ぎがたりないのでお嫁さんをもら

っても食べさせることができません。おかあさんのたっしやな

あいだは、このままひとりでおりますよ。

そう言つて、たろうは漁に出かけていきました。

漁のかえり、たろうは波打ち際を通りかかりました。

あ―あ。きようはさかなが一匹も釣れなかつたなあ……。

おや ?あれは !!

わ―い、おもしろいぞ。ははは。

わ―い わ―い !!

(擬音 :つつく、たたく、縄の擦れる音など)

こどもたちが、大勢寄ってたかつて、一匹の亀をつついたり、

たたいたり、縄でくくつて海に漬けたりして、いじめていまし

ナレーター :

た。

: おお、おお、かわいそ うに !な にをするのだ !!

♪ (やめなされ)  やめなされ やめなされ

たとえ こうらがあつたとて

たたけばきつといたいはず

やめなされ やめなされ やめなされ

ナレーター :こ うしてたろうは、かめを助けて海に放してやりました。
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たろう

子ども達  :

ナレーター :

たろう
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かめは、海にもぐり泳いでいきました。そ して、まるでお礼を

い うように、なんども海の うえに顔を出しては頭を下げ、海辺

から遠ざかつてゆきました。

次の 日、太郎が漁に出ようと、またあの海辺を通 りかかりま

す と、助けたかめが、海からぶくりと顔をだしました。

かめ   : たろうさま。きのうはわたくしを助けてくださつてありがとう

ございました。お礼に、竜宮城へおつれいたしましょう。

さあ、わたくしの背中にお乗 り下さい。

ナ レーター : たろうは、不思議に思いながらも、かめの言 うとお り、かめの

背中にのりました。

いつのまにか かめは たろうをのせて うみのなかを泳いで

いました。

♪ (かめにのつて)

およぐよ およぐ かめよ

およぐよ およぐ うみのなか

ゆらゆらと さかなはおよぎ

きらきらと さんごはひかる

およぐよ およぐ かめよ

およぐよ およぐ うみのなか

ナ レーター : (後奏 1小節 2拍 目)やがて、さんごの林の向こうに、

美 しい御殿が見えてきました。

(間 )

いつのまにか、太郎は竜宮城の前に立っていました。

♪ (竜宮城 )

たろう   :1小 節 3拍 目「 おお、これは !!」

乙姫様    :4小 節 3拍 目「 たろうさま。かめを助けてくださつて、あり

がとうございました。 どうぞお入 りください。」

ようこそ おいでくださいました りゅうぐうヘ

おいしい ごちそう たくさん めしあがれ

うつくしい むすめたち まいおどります

♪ (たまてばこ)

♪ (た ろうの嘆き)

(ナ レーター :3小節目から音楽にかぶせて)

「乙姫様との約束をやぶつてしまった、たろう。

ナレーター

たろう

乙姫様

ナレーター

たろう

むらびと

たろう

ナレーター

たろう

りっぱな御殿。美しい、乙姫様。みごとなごちそう。

おいしいお酒……。楽しい音楽やおどり1・
・。

夢のような日々が過ぎてゆきました。

乙姫様、ありがとうございました。

年老いた母が待つております。

お別れはつらいですが、そろそろ村に帰らねばなりません。

わかりました。ではおみやげにこの玉手箱を差し上げましょう。

これを持っていたなら、またこの竜宮城へ帰ることができます。

でも、けつして なかをあけてはいけません。

たろうは、またかめにのって、村に帰つてきました。

なつかしい村の景色がたろうをむかえました。でも、なんだか

どこか様子がちがつてみえます。家の方に戻つてみましたが、

家はかげもかたちもありません。

もし、おじいさん。お尋ねします。ここらあたりに、うらしま

たろうの家は、ありませんか?

うらしまたろうだと?ああ、子どもの時に聞いたことがあった

なあ。三百年も前に漁に行つたまま、帰ってこず、家もとっく

になくなつてしまったという話だよ。

なんということだ !!! 竜宮に行つている間に、三百年も

たっというのか !知っている人は一人もいないのか !も ちろん

母親もいるはずがない。

たろうは、さびしさにたえきれず、そして竜宮がこいしくなっ

て、「けっしてあけてはいけません」という約束もわすれて、

たまてばこをあけてしまいました。

おお―一つ !!

もくもくもく もくもくもく

ああ―――

まつしろなおひげの おじいさんだ !!!

ああ !!!



玉手箱のけむりで、お じいさんになってしまつた、たろう。

…母もいない…。

ああ、なつかしい乙姫様。

竜宮城にも戻れない。

たろうは、ふるさとのはまべの砂に手を着いた。

とどまることのない涙が、砂に吸い込まれていつた。」

おわり

〇
い


